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京都大学農学部川口研究室でおこなっている東南アジアならびに南アジア水田土壌の比較研

究の一環として,1968年 1月9日より同年 3月15日まで Ganga河流域ならびに,半島インド

東部において,土壌採取をおこなったOこの報告は75カ所の土壌採取地点を地形発達史学的に

考察 して,試料採取がいかなる場所でおこなわれたかを簡単な表記によって示そうとするもの

である｡前半で表記をおこなうための基準を簡単に述べ,後半で各地点の特性をその表記法に

より整理 した｡

なお,この報告では Ganga河流域と半島インド東部のみが対象にされるため,インドの他

の地域のことがらはすべて捨象されている｡

Ⅰ 表記法の基準について

各土壌採取地点の特性を次の形で整理することが目的である｡

(どの地形区に属するか) (どんな微地形か)
(どの地質区に属するか) (局所地質は何か)

以下,この表記法で用いる各項 目の基準を簡単に述べる｡

1. どの地形区に属するか

1-1) Ganga流域 と半島東インドの位置

ごくおおまかには,主要部インドは図 1のどとき大地形区に分類することができる｡

Ganga流域 (G)は Himalayaの南辺に拡がる幅の広い低地帯である｡ この低地帯は 巨大
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図 1 イ ン ド の 大 地 形 区 分

な Himalayaの存在のために全体 として商 に凸面をむけ Himalayaにおし出されたようなか

たちを している｡

半島インドは半島部 (PpTPeiPw)と侮岸地帯(C)か らなっているO半島部 (Pp+Pe十Pw)

ではLL脈 (Pe+Pw)のために IL)央部 (Pp)が閉鎖 した 巨大な 凹状内陸盆の かたちを 呈 してい

る｡また同時にこの閉鎖内陸盆は全体 として比較的規則的な束傾斜を示 している｡ これ らの特

徴は図 1中 の地形断面図中 で明瞭にみられる｡平面図[巨の多 くの河川が束流を示す ことは束傾

斜を暗示 しているとみてよいであろう｡

図 1の地形区分はインド文部省発行の地形区分図3) しいでおこなわれている七つの大地形区分

をさらに簡略化 した ものである｡

ト2) 調査地区内の地形区と各地形区の特徴

調査地区内の地形区分はさらに次のように細分できる｡

Ganga流域

Ganga北岸部 (Gn) Ganga両岸部 (Gs) Ganga河 口部 (Gd)

半島海岸地帯

大河川河LJ部 (Cd) 普通海岸部 (Ci)
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← - 図 2 調 査 地 区 の 地 形 区 分 と試 料 採 取 地 点

地点
重量ー

位 古

図 2 の 説 明

~~~元点
番号

1.Muriapur分岐点より 4マイル西, Kharka,
Akharpur,Kanpur,UttarPradesh

2.Muriapurを通過する運河ぞいに 1/4マイル北

Kanpur,UttarPradesh
3.HamirpurRoadRailwayStation,Baripal,

Kanpur,UttarPradesh
4.Pipra,Naugarh,Basti,UttarPradesh
5.Patharba,Padrauna,Deoria,UttarPra-

desl1

6.Chandauliの北3マイル, Phagnia,Chan-
dauli,Varanasi,UttarPradesh

7.(Varanasi,UttarPradesb)

8.Bikramganjlrrigation ResearchSubsta-
tion,Shahabad,Bihar

9･Sasaram の北 5マイル,Agaitula,Ramgarh,
Sasaram,Shabad,Bihar

10.Sasaram の北 3マイル, Moker,Sasaram,

Shahabad,Bihar
ll.Panchlakh,Khijirsarai,Gaya,Bihar
12.KuchasinGayaMuffassil,Gaya,Bihar
13.Hasanchak,Harnaut,Patna,Bihar
14.Kharuara,Harnaut,Patna,Bibar
15.Narsara,Darbhanga,Darbhanga,Bihar
16.Sahuri,Kalyanpur,Darbhanga,Bihar
17.Khoksibagh,Purnea,Purnes,Bihar
18.Damka,Purnea,Purnea,Bihar
19.Maria,Purnea,Purnea,Bihar

20.Bhagalpurの南16マイル,Bangaon,Rajaon,

Bhagalpur,Bihar

21.Bhagalpurの南18マイル,Bangaon,Rajaon,

Bhagalpur,Bihar
22.Akshaynagar,Kagdip,24Parganas,West

Benga1
23.Calcuttaか ら Kagdip-向け21マイル, West

Benga1
24.Burdwan Seed Farm,Burdwan, West

Benga1
25.Chinsula Rice Research Station Farm,

Hooghly,WestBengal
26.Durgabati,Barsul,Burdwan,WestBengal
27.Bhubaneswar Agricultural Experiment

Station,Orissa
28.CentralRice Research Institute Farm,

Cuttack,Orissa:BlockNo.J3C
29.CentralRice Research InstituteFarm,

Cuttack,Orissa:BlockN

位

30.Paradeep道ぞいに Cuttackの束50マイル,

KujangFarm,Orissa
31.港の西2マイル,Balijhara,Paradeep,Orissa
32.BarikelSeedFarm す ぐ横,Barikel,Pada-

mpur,Sambalpur,Orissa
33.BarkelSeedFarm,Padampur,Sambalpur,

Orissa

34.LabhandeFarm,Ⅰ.A.D.P.,RaipurMa-
dhyaPradesh

35.LabhandiFarm,RiceResearchStation,

Raipur,MadhyaPradesh
36.-d0-

37.Mandirhasaud,Arang,Raipur,Madhya
Pradesh

38.Balugaon北東2マイル,Orissa
39.KashpurFarm,SalineResearch Substa･

tion,Khallikot,Ganjam,Orissa
40.Ragolu,Srikakulam,Srikakulam,Andhra

Pradesh

41.Tardiput,Jeypur,Koraput,Orissa
42.Lamtaput,Machkund,Koraput,Orissa
43.Kasimkota, Kasimkota, Anakapalle,

AndhraPradesh

44.Yallamanchily,Yallamanchily,Vishakha-

patnam,AndhraPradesh
45.Peddapuram,Peddapuram,EastGcxiavari,

AndhraPradesh

46.Jaggammagaripet,Samalkot,EastGoda-
vari,AndhraPradesh

47.StateSeedMultiplicationandDemonstra･

tionFarm,Samalkot,EastGodavari,An-
dhraPradesh

48.Chollongi,Kakinada,EastGodavari,An-
dhraPradesh

49.-d0-

50.Polekurru,Kakinada,EastGodavari,An-
dhraPradesh

51.NeelanalliKakinada,EastGodavari,An-
dhraPradesh

52.Bicavole,Ramachandrapuram,EastGo-
davari,AndhraPradesh

53.Pandalapaka,Ramachandrapuram,East
Godavari,AndhraPradesh

54.Kotapeta,Kotapeta,EastGodavari,An-
dhraPradesh
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55.CoconutResearchStationFarm,Ambaji-
peta,Amalapuram,EastGodavari,An-
dhraPradesh

56.Mukkamala,Tanuku,WestGcdavari,An･
dhraPradesh

57.AgriculturalResearch Station,Marteru,
Tanuku,WestGodavari,AndhraPradesh

58.VotluruRailwayCrossing,Eloru の西,
AndhraPradesh

59･Anumancbipalli, Nandigama, Krishna,
AndhraPradesh

60.Edulabad,Hyderabad East,Hyderabad,
AndhraPradesh

61.Hyderabadの酉16マイル,HyderabadWest,
Hyderabad,AndhraPradesh

62.AgriculturalResearch Institute,Rahan･
dranagar,Hyderabad,AndhraPradesh:
Farm No.118-120

63.-d0-

64.Anumula,Miryalguda,Nalgonda,Andhra

【 Pradesh

】65.Rice Research Station Farm, Tmali,
Guntur,AndhraPradesh:FieldNo.2

66.Chebrole,TenaliGuntur,AndbraPradesh
67.Masori,Kavali,Nellore,AndhraPradesh
68.Allur,Buchireddipalem,Nellore,Andhra

Pradesh

69.Allur道ぞいにNelloreより6マイル,North
Mopur,Buchireddipalem,Nellore,Andhra
Pradesh

70.Kavali道ぞいに Nelloreより 6マイル北,
Gandawaram,Kovuru,Nellore,Andhra
Pradesh

71.Kovuru,Kovuru,Nellore,AndhraPradesh
73.RegionalRiceResearchStationFarm,Ne1-

lore,AndhraPradesh
74.Padagachcheri, Papanasam, Tanjavur,

Madras

75.Saliamangalam,Ammapettai,Tanjavur,
Madras

半島内陸部

半島東山岳部 (Pe) 半島台地部 (Pp)

これらの各地形区の分布のもようは図 2に示 してある｡本図の作成にあたっても前記地形区

分図3)が参考にされている｡

次に各地形区の特徴を簡単に記述する｡

Ganga北岸部 (Gn)

U.P.州と Bihar州内にある Ganga左岸地帯を さしている｡ 6000m を越える Himalaya

の連山から運ばれる多量の水と堆積物のために地表部は常に新 しい土砂の供給を受けるところ

が多い｡特にこの性質は NorthBiharPlain*(Locs.14-19付近)では顕著で,ここでは巨

大な扇状地群のごとき地形がみられ,河川の流路 変更なども著 しい｡たとえば,Kosi**は過

去数十年の間にその流路を数十 km 西に移動させたといわれている.1)

Ganga南岸部 (Gs)

半島側からの土砂供給はそれほど圧倒的ではないので,古い段丘地形面の発達が多 くみられ

る｡

*前記地形区分図3)では Bihar州内のGanga北岸にこの名称がもちいられている｡
**Tibetに源流をもち,Everest直下を通ってほぼ真南に流れて Ganga河に流入する North Bihar

中の最大の支流｡
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北岸部 (Gn),南岸部 (Gs)とも調査地域内ではその海抜標高は 150m を越えない｡

Ganga河口部 (Gd)

Ganga本流は束流 して東パキスタ ンに はい り, もっとも新 しいデルタ[巨L､邦は 東パキスタ

ン内にみ られる｡イ ンド国内に発達す る平二但地′.制 ま Ganga 河の-分流である Hooghly河ぞ

いのやや古 いデ ルタ地帯 とみることがで きる｡広大な平均地形にもかかわ らず, ココヤシが少

な く,む しろパルメラヤシが多いという景観は,この地帯の地盤が もっとも新 しいデルタ地帯で

はないことを意味す るものかと思われる｡Damodar河など西方からの 流入河川の様相から考

慮す ると,本地区は全体 として Ganga洋行'F部 (Gs)に類似の地形的特色があるように思われ

る｡

半島大河川河口部 (Cd)

Mahanadi,Godavari,Krishna,Cauveryの河口部を意味する｡大河川河口 部で分流をノ牛 じ,

デルタの性質を もっている地区をさしている｡

半島普通侮岸部 (Ci)

デルタ以外の海岸部である｡大河川河 口部 (Cd)とは対照的に 占い基盤岩が海岸線の近 くま

で露出す ることも多い｡一般 には沖精屑の分布は狭小で,肯後にかな り広い侵蝕段丘地形の発

達するのがふつ うである｡ 侵蝕段丘上には 赤色土の発達が 目につき,Godavari以南では黒色

土 (グルムソル)の分布が広 く現われ る｡

半島東山 岳部 (Pe)

前掲地形区分図3)でいう EasternGhatsと TamilandUplandに相当する｡1200-1500m

程度の両頂がつ らな り,山岳1回こは,山脈の延びに平行な谷の発達がよ くみ られる｡Godavari,

Krishna,Cauveryなどはこの帖南地帯を 横切って Bengal湾 に 注ぎこむ 数少ない 横谷であ

る｡

半島台地部 (Pp)

調査地域内では,海抜高度 600-300m の範囲で 全体 としてゆる く東に傾斜す る｡まれに,

戎丘状に独立峰や独立峰群があらわれ る以外は地形面はきわめて平坦で,波長の大 きなうね り

がみ られるだけである｡降雨量の僅少 と広い平坦地形のため水系の発達は悪 く,所 々に塩類の

析出がみ られ る｡裸岩地帯が広 く,局所的に薄い残精層地帯が斑状に分布する｡

2. どんな微地形か

微地形を表現するのには試料採取地点周辺の起伏の程度と,採取地点がその起伏のどの偉lLTLI.lI

に相当するかを表示することによっておこなおうとした｡

I-14 9 - - 619
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斜面の起伏の程度については,SoilSurveyManual5'にしたがい,次の基準を 採用 した0

0% - (ト3%) 平 坦 (1)

(ト3%) - (5-8%) 波 状 (u)

(5-8%) … (10-16%) 緩丘陵状 (r)

(10-16%)- (20-30%) 丘 陵 状 (h)

斜面上の位置については便宜上次の分類を もうけることにした｡

斜面頂部 とその付近

斜面 中腹

斜面底部 とその付近

監

p
nq
F
mHI

H

M

L

.′t＼

.′＼

./_＼

3. どんな地質区に属するか

3-1) Ganga流域 と半島東インドの位置

地質構造からみると Ganga低地帯は Himalaya隆起帯 と Gondwana地塊にはさまれた沈

降帯であるといわれている｡Himalaya隆起帯の Ganga沈降帯に対する相対隆起量は数万 ft,

Gondwana地塊の相対隆起量は 2500-2700ftであるといわれている.4) 沈降帯が厚 い堆積地

帯になり隆起地塊部が基盤岩露出地帯になるのは当然であろう｡隆起地塊縁辺部にはこうした

地質構造によらない新 しい堆積物分布地帯が存在する｡海岸平野地帯である｡

3-2) 調査地区の地質区分 と各地質区の特徴

調査区域の地質は基本的には次のごとく分類することができる｡

i) 第四紀以降の沖積層によって厚 くおおわれた地域(A)

ii) 基盤岩の直接露出する地域(B)

iii) 本来は基盤岩の露出地域であるが,特に 1m以上の残積層でおおわれた地域(E)

そして, これ らはさらに次のように細分することができる｡

沖 積層地帯 (A)

現生沖積層地帯 (Ar) 低位段丘層地帯 (Al) 高位段丘層地帯 (Ah)

露岩地域 (B)

中 ･酸性岩地域 (Ba) 塩基性岩地域 (Bb) 含石灰岩地域 (Bc)

残積層地域 (E)

中 ･酸性岩地域 (Ea) 塩基性岩地域 (Eb) 含石灰岩地域 (Ec)

沖積層地帯 (A)は段丘面解析の手法によって,その 相対分布高度から細分をおこなったも

のであり, これは同時に堆積物の風化程度による分類 ともほぼ一致することになった0-万買
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岩地域 (B)の細分は主 として岩石の化学成分のちがいによって おこなうことを 原則 とし,そ

の分布にかん しては､既存の 地質図 2) によることにした｡残精層地域 (E)の分類は露岩地域

(B)のそれとまった く同 じで,一つの残積層が どの岩石の 日こ発達 しているかということを

基準におこなった｡ これ ら基盤岩類の分布のあらましは図3に示 した｡

以下,簡単に各地質区の特徴を列挙する｡

現生沖積層地帯 (Ar)

後氷期にはいってから堆積 したと思われるデルタ, 自然堤防,後背低地などの堆積物分布地

帯である｡堆積物は若 く,きわめて新鮮である｡

低位段丘層地帯 (Al)

炭酸 カルシウム,酸化鉄,酸化マンガンなどの結核の発達がみられることが多い｡

高位段丘層地帯 (Ah)

低位段丘層地帯 (Al)よりあきらかに高位に発達する｡ しかし,両者の間に明確な段丘崖の

存在はほとんど認められない｡炭酸カル シウム,酸化鉄,酸化マンガンなどの結核は低位段丘

上のものより一段 と発達 していて,大型のものがみられることが多い｡低位段丘との最大の和

遠点は堆積物の厚 さが一般に薄 く侵蝕段丘 もしくは準平原-の漸移地帯的な性質が多いことで

ある｡堆積物は粗粒なことが多い｡

申･酸性岩 (露岩)地域 (Ba)

始生代に属す る花尚岩類 と片麻岩類を主体 とする｡ しか し,わずかではあるが塩基性の岩類

や大理石なども含み,むしろ,始牲代 コンプ レックスと呼ぶべきかもしれない｡それにもかか

わ らず,全体 としては中 ･酸性岩類がJj:_任rl的に多く,石灰質要素には特にとぼ しい｡

塩基性岩 (露岩)地域 (Bb)

申生代より新生代にかけての Deccan玄武岩を主体とし,一部に先 カンブリア紀や古佳代の

塩基性噴出岩を含んでいる｡

合石灰告 (露岩)地域 (Bc)

先 カンブ リア紀から下部古生代にいたる Dharwar系,Cuddapah系,Delhi系,Vindhyan

系に含まれる珪岩,片岩,千枚岩,粘板岩,頁岩,砂岩,石灰岩などの各種岩石を含む｡かな

り顕著な石灰岩質岩の挟在があるのが本地域の特徴である｡

申 ･酸性岩 (残積層)地域 (Ea)

前記,-1ト 酸性岩 (露岩)地域 (Ba)の始生代 コンプ レックス地域に拡がる準平原の四部 も

しくは谷地に発達する｡その地帯が露岩地域か残積層地域であるかば残積層の厚 さ 1mをもっ

て境 とした｡
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凡 例

第qZ]碧沖積増穂宅碓帯

(Ar)(AL)(Ah)をふくも

中酸性岩土世帯

(BcI)(EO)を,トくも

塩基性岩地帯

(Bb)(Eb)を,hく七

含石灰岩地帯
旧C)(Ec)を古くも

数尊は訊料採取地臭番号の一部

0 500km

図 3 調査地 区中の基盤岩 の分布

塩基性岩 (残積層)地域 (Eb)

前記､塩基性岩 (露岩)地域上での残積層地域である｡

含石灰岩 (残積層)地域 (Ec)

前記,含石灰岩 (露岩)地域上での残積層地域である｡
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4. 局所地質は何か

地質区はイン ド半島上 における模式化 された地質区分上での位置を教 える上では有効である

が局所的な,より詳細な情報を与えるには不向きである｡たとえば,同 じ低位段丘層で も所によ

り粘土優勢地帯であった り,砂優勢地帯であった りとい う違いがある｡露岩地域について も,

たとえば,申･酸性岩地域 といえども,花田岩の所 もあれば,例外的に ドロマイ トが小分布を

示す ところもある｡ したがって,各試料採取地点の地質をより明確に示すために,次の基準で

局所地質を示す ことに した｡

沖積層地帯では,その堆積物がどんな粒径を主体 にす るかを重視 し,次の分類をおこなった｡

粘土優勢地区 (C)

砂 優 勢 地 区 (S)

疎 優 勢 地 区 (g)

露 岩 ,残積層地域では,土壌採取地点直下の岩石が何であるかを判定 し,それを次の記号を

用いて表示す ることに した｡

砂 岩 (S.S) 頁

珪 岩 (qt) 粘

石 灰 岩 (ls) 片

板

麻

片 岩 (sch) 花 園

チカル ノカイ ト (ch)*

前章の定義に したが って､

(@_S_) _(1･L)
(Al) (C)

_(_Gj)_′(I__･_tJ)
(Al) (C)

(Gsl (u.M)

(Al) (C)

(_G亘ー__(9･_M)
(Al) (C)

(qq)㌔_(1･L)
(Ah) (S)

岩

岩

岩

岩

;;

;

g

i

＼-ノ.
S

s

g

g

.′し

(

.L

r
L

Ⅲ 各土壌採取地点の特性

各土壌採取地点の特性を表示す ると以下のとお りとなる｡

備 考

現地名
KanpurTypeIVKanpurTypeIV

orV

いわゆるTerai地域

現地柔
B九atsoil
Ghandak河の石灰
質唯贋物

採 取 (地形尽)(徴_壁 _形)
地 点 (地質区)(局所地質)

二木明

7 僅 若君譲｡受け)

8 . -を宝-;)) ((1C'-)q)

10 (@声) (阜二M)
(Al) (C)

備 考

現地名
Dhankarsoil

現地 :.'.
Karailsoil
黒色粘土質 卜嬢の

次のページ-

*D.N.Wadia6) によると,marsive,erlユptive,dark-coloredhyperthevegranitoidgneissesofsouth

lndia｡分布はかなり広い｡
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26

72

28

624

(Gs) (u.M)
(Al) (C)

備 考

LS 3-葦 賢し 倭 霊宗望雪莞驚層の■

(CTS) _(1:_M)
(Al) (C)

(Gs) (1.L)
(Al) (C)

(qlI) (1･L)
(Ar) (C)
(Gn) (1.M)
(Ar) (S)

ー(_gIT!)(1･L)_
(Ar)(S)

(Q_n) (1･M)
(Ar) (S)

(Gn) (1.U)

(Gs)(u.M)
(Ah) (C)

(Gs)(u.M)
(Ah) (C)

(Gd).(1･L)
(Ar) (C)

(Gd) (1.U)
(Ar) (C)

(Gd)(u.M)

(Al) (C)

(Gd) (1.L)

(Gd) (1.M)
(Al) (C)

(Ci) (u.U)
(Ec) (ss)

(Cd)___I_(1･M)
(Ar) (C)

(Ar) (C)
(Cd) (u.U)
(Ar) (C)

I:工 二 二 ∴ ∴ :_

(Cd) (1.L)
(Ar) (C)

(Pp) (r.U)
(Bc) (gn)

___廷垣) (r･L)
(Bc) (gn)

(Pp) (u.L)
(Ec) (sl)

BuriGbandak
ぞいの石灰質堆積物

Kosi河のきわめて
新しい氾濫原上に位
置すろ___

〝

一部ラテライトでお
おわれている

(PMPl __(_u_._哩)___
(Ec) (sl)

(Pp)(u.M)
(Ec) (sl)
(P.p_)T.(u__._P)
(Bc) (sl)

(Ci) (1.M)

4

.
4

..

..

..

.~､
∴

""≡..

(Ar) (C)

(Ci) (u.L)

(Ea) (ch)
(Pe) (r.L)
(Ea) (ch)

備 考

現地名
Kanharsoil:
異色粘土質土擾PT

現地名
Matasisoil

現地名
Dorsalsoil
I

(監 聖盃 S｡il

海成の可能性大

海成 :下層に石膏品
質

ホ河川ぞして面海商物
で沖積層的な性質が
卓る

背後にラテライト地
帯拡がる

(Ci)(u.H)
(Ea) (gn)

(Ci) (1.M)
(Ar)(C)

(q_)A_iuM)
(Ar) ( C )

(Ci) (u.L)
(Al) (C)

(Ci) (1･H_)
(Alつ くS)

ごく薄いArの被覆
あり

〝

-- - ---~一一 ~~-lF~~~~~tl49

(Ci) (1.M)
(Ar) (S)
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隆起砂州の項部に近
い位置

隆起砂州の翼末端部

次のページへ
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二 ___ _ ∴

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

LCd) LLM~)

(Ar) (C)

(Ci) (u.M)
(A了y I-(-C-)-

(Ci) (1.H)

(Ci) (1.M)

(Ci) (l･叫)

__(些L (_1･担)
(Ar) (C)

__(⊆些___(1:_哩)

(Ar) (C)

(Ci) (u.L)
(Al) (汁

)

(Pp) (u.L)
(Ea) (gn)

(Pp)_I(r･些)
(Ba) (gr)

(Pp) (u.L)
(Ea) (gn)

(Pp) (u.L)

(Ea) (gr)

型 .l旦:M)

(Ea) (gr)

海戒か ?

･ 十 十
-- ----

64 .

l

66

.花臓岩の独立峰の脚

〝

(地形区)(微 地 形)
(歯資産)-(高所地喪)

_(Pe) (lg:_M_)_____
(Bc) (gn)

(Ci) (1.L)
LAl) L(Ac)

(Ci) (1.M)

■~~(Å1十一一(C)"

67 ト -1誌 -iu(3

68 -温 -.kM)

69 ----器 -1 欝

丁･･ .L:,: 't.Ill)

(Ci) (1.H)
(Ar) LS)I

備 考

ご く潤い Arの発通
がある

u.H
トの

る

イ
れ

ラ
ら

∴ま
ヵ

二

パ
･･i
･I

隆起砂州の海側平坦
地海成

隆起砂州の翼末端溜5

隆起砂州の内陸側平
坦地淡水成 ?

也

ト
イ

一フチ17に
し

後
近

背
帯

れた準平原の凹部

背後にラテライ ト地
･帯近 し

l

い紳 Arの発達あり

帯近 し
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